
 

 

 

様式３ 

会   議   録 

会議名 令和７年度 第１回 東林地区まちづくり会議 

事務局 

（担当課） 

南区役所 東林まちづくりセンター 

電話０４２－７４４－５１８７（直通） 

開催日時 令和７年６月２７日（金） 午前１０時～正午 

開催場所 東林公民館 大会議室 

出 

席 

者 

委 員  １８人 

その他   ０人 

事務局   ２人 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

 

会議次第 

１ あいさつ 

２ 説 明 

（１）東林地区まちづくり会議について 

（２）令和７年度東林地区まちづくり会議スケジュールについて 

（３）ふれあい収集について（廃棄物政策課） 

（４）子育て応援条例について（こども・若者政策課） 

（５）熱中症特別警戒アラート等について 

（６）地域活性化事業交付金及び地域市民まつり等助成金について 

３ 議 題 

（１）まちづくり懇談会未回答事項及び 

過年度まちづくり懇談会対応状況について 

（２）令和７年度まちづくりを考える懇談会について  

（３）令和７年度東林地区地域活性化事業交付金申請案件について 

（４）東林地区まちづくり部会会則改正について 

４ 報告 

 （１）第１回東林地区防災計画推進部会について            

 （２）南区民会議委員の推薦委員について 

５ 閉 会 



 

 

 

審  議  経  過 

 

主な内容は次のとおり。 

 

 村田副会長の司会により進められた。 

 

１ あいさつ  

 村田福会長の挨拶があった。 

 その後、出席者全員が自己紹介を行った後、 

 

２ 説 明 

（１）東林地区まちづくり会議について 

  資料にもとづき、まちづくりセンターから説明が行われた。 

 

（２）令和７年度東林地区まちづくり会議スケジュールについて 

  資料にもとづき、まちづくりセンターから説明が行われた。 

 

（３）ふれあい収集について（廃棄物政策課） 

  資料にもとづき、廃棄物政策課から説明が行われた。 

 ≪主な意見、質問≫（〇；委員の意見、質問 ●；市職員の回答） 

 〇現時点で問い合わせがあった場合の連絡先はどごになるのか。 

 ●廃棄物政策課へ連絡するようお伝えしてほしい。 

 〇介護保険の要介護２以上の居宅サービス利用者方が対象ということは、介護保険 

の何かしらのサービスを利用していないと、本サービスの対象者とならないという

ことか。 

 ●居宅サービス利用者といった条件は付けているが、要介護２以上の方でどうして 

も、ごみ出しが困難であるという方であれば、ご相談いただきたい。 

   

（４）子育て応援条例について（こども・若者政策課） 

  こども・若者政策課から説明を行った。 

 ≪主な意見、質問≫（〇；委員の意見、質問 ●；市職員の回答） 

〇様々な支援があると思うが、申請が不要な支援、申請が必要な支援というのはど

のようなものがあるのか 

●申請が不要である代表的な支援としては、小学校１年生学校給食の無償化、市立 

小中学校公立保育所の食材費の一部支援などがあるが、これは通っていれば支援を

受けられるためである。 

●申請が必要である代表的な支援としては、フリースクールなどへの通所費用の支

援やスタディクーポン等がある。 

 〇子育てをしている保護者の働き方等企業等に働きかけていることはあるのか。  



 

 

 

  ●商工会議所等と協力し、今後、働き方の改善等について取り組んでいきたいと考

えている。 

  

（５）熱中症特別警戒アラート等について 

  資料にもとづき、まちづくりセンターから説明が行われた。 

 

（６）地域活性化事業交付金及び地域市民まつり等助成金について  

  資料にもとづき、まちづくりセンターから説明が行われた。 

 

３ 議 題 

（１）まちづくり懇談会未回答事項及び過年度まちづくり懇談会対応状況について 

 まちづくりセンターから資料の説明を行った。 

  説明後、各課から回答及び説明が行われた。 

 ≪主な意見、質問≫（〇；委員の意見、質問 ●；市職員の回答） 

  〇昭和５６年度６月以降から平成１２年までの間に建築された木造戸建て住宅へ 

耐震化の補助対象を拡充することについて、検討をする方向に見直されたとい 

うことだが、制度変更等なにかきっかけがあったのか。 

  ●市民の方のニーズが高まっているということ、県内の他市町村でも拡充を実施 

しているところもあるため、本市としても検討をはじめたところである。 

  〇避難所収容可能人数の算出根拠として 1.65 ㎡で除すとしているが、これについ 

て、今後、修正等検討される予定であるということだったと思われるが、これに 

ついては、市防災アセスメント調査の結果が出てから検討するのか。それとも、 

別の方法で早期に検討するのか。 

  ●現在も、様々な検討を実施しているところであるが、具体的な数字については、 

アセスメント調査の結果をふまえ検討する予定である。 

   

（２）令和７年度まちづくりを考える懇談会について  

   まちづくりセンターから資料の説明が行われた。その後、審議が行われ、東林 

地区まちづくり会議として開催を希望することが承認された。 

 ≪主な意見、質問≫ 

 ・市長と直接対話や意見交換ができる貴重な機会であるため開催をしたほうが良い 

と考える。 

 

（３）令和７年度東林地区地域活性化事業交付金申請案件について 

   申請団体より事業説明が行われた。 

   質疑が行われた後、審議が行われた結果、今後、役員会にて再度検討を行い、 

最終的なまちづくり会議としての意見については、役員会に一任されることが承 

認された。 



 

 

 

≪主な意見、質問≫ 

 ・地域ということばが複数あったが、地域とはどこを指しているか 

  ・東林地区の地域活性化事業交付金として申請されているので、まずは、東林地 

区を活性化する方向に見直していただきたいと思う。 

  ・地域の方々がふれあう機会と場が少なくなったとあるが、東林地区については 

そのような場が多くあると思うため、ぜひ、見聞を広げていただき、よくご検討 

いただきたい。 

  ・現状、交付金の交付期間は最長で３年だが、交付期間が終了した場合に財政面 

  の見通しはあるのか。 

   

（４）東林地区まちづくり部会会則改正について 

   東林まちづくりセンターより資料の説明が行われた。 

その後、審議が行われ、原案のとおり承認された。 

 

４ 報 告  

（１）第１回東林地区防災計画推進部会について             

  資料にもとづき、吉村監事（副部会長）より報告が行われた。 

 

（２）南区民会議委員の推薦委員について 

  村田副会長から、東林地区まちづくり会議会則に基づき、田村会長が南区区民 

会議の委員として推薦されたことについて報告が行われた。 

 

５ 閉 会 

 

以 上   



 

 

 

東林地区まちづくり会議 委員名簿 

〔◎：会長 ○：副会長 ◇：監事〕 

№ 団体名・役職等 氏 名 出欠 

１ 

東林地区自治会連合会 

会 長 ◎田村 久司 欠 席 

２ 副会長 ◇吉村 建志 出 席 

３ 副会長 ◇根岸 秀生 出 席 

４ 東林地区社会福祉協議会 会 長 〇阿部 匡秀 出 席 

５ 東林地区民生委員児童委員協議会 会 長 〇村田 定志 出 席 

６ 東林公民館 館 長 〇飯田 生馬 出 席 

７ 青少年指導委員 代 表 吉岡 美保 出 席 

８ 上鶴間中学校 代 表 嶋野 智文 出 席 

９ 東林小学校ＰＴＡ 代 表 西村 弥生 欠 席 

10 上鶴間中学校ＰＴＡ 代 表 鎌田 信行 出 席 

11 社会福祉施設（清菊園） 代 表 平塚 裕之 出 席 

12 東林第２地域包括支援センター 代 表 土川 早苗 出 席 

13 東林地区老人クラブ連合会 代 表 遠藤 裕 出 席 

14 東林地区交通安全母の会 代 表 野崎 美沙 出 席 

15 防犯指導員 代 表 長谷川 昌夫 出 席 

16 保護司会（南保護区） 代 表 吉本 真人 出 席 

17 防災専門員 代 表 高木 博見 出 席 

18 スポーツ推進委員 代 表 阿部 智恵子 出 席 

19 東林地区健康づくり普及員協議会 代 表 小澤 次男 出 席 

20 東林間商店街振興組合 代 表 村松 祥子 出 席 
 


